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1.はじめに 

吃音症の主な症状として、次の 3 つが挙

げられる。 

 連発：ある言葉を連続で発声する状態 

 伸発：語頭の音が引きのばされる状態 

 難発：最初の言葉が出ない状態 

これらの症状を軽減させる方法として、

遅延聴覚フィードバック (DAF:delayed 

auditory feedback)装置を使用することが

効果的だと言われている。DAF装置は購入

できるが非常に高額であるため、購入を躊

躇してしまう人が多い。現在ではスマート

フォンで DAF 装置の機能を利用できるア

プリケーションが提供されるようになり、

DAF 装置の機能を手軽に体感することが

できる。しかし、使用者は適した遅延時間

が分からず、症状が十分に軽減されない事

がある。また、DAF装置を使用しても軽減

できない症状がある。 

本研究では、Android 端末を使用して

DAF装置の機能を作成し、遅延時間の調整

と従来の DAF 装置では軽減できなかった

難発の症状の軽減についての提案を行う。 

 

2.関連研究 

DAF 装置を使用した研究は数多く行わ

れており、遅延時間を調整することで症状

の軽減が変化することが分かっている。症

状のうち、連発と伸発は DAF装置で症状が

軽減されることが判明している。また、発

話速度も吃音の症状に影響するため、志村

栄二 1) らによる研究も行われている。 

吃音訓練補助としてコンピュータの画面

に発話者の発話速度を表示するシステムの

研究が行われている。 2) 

DAF 装置について耳掛型の装置も存在

しており、酒井奈緒美 3) らにより有効性

の研究が行われている。 

しかし、DAF装置の特性上最も改善され

るのは連発と伸発であり、DAF装置を使用

しても最初の言葉が出ず使用者にフィード

バックされない難発については軽減された

とは言えない。 

 

3.提案手法 

本研究で解決を計る問題は次の 2 つであ

る。 

 DAF装置の遅延時間の自動調整 

 難発発生時における発声の補助 

これらの問題を解決する DAF アプリケ

ーションを作成するために、提案システム

では DAF アプリケーションとして提供さ

れ、オープンソースとしても公開されてい

る Voicesmith 4) を利用して実装を行う。

提案システムのイメージを図 1 に示す。提

案システムは音声入出力、音声解析、音声

再生の 3つに分けられる。 

 

3.1音声入出力 

従来の DAF 装置通り使用者の発した音

声を設定された遅延時間で出力する。遅延

時間の自動調整に加え、使用者が任意で遅



延時間を変えられるようにする。 

 

図 1提案システムのイメージ 

 

3.2音声分析 

Android 端末の音声入力を利用し、入力

された音声を基に発話速度を算出する。さ

らに算出された発話速度から遅延時間を算

出する。 

 

3.3音声再生 

DAFによる吃音の軽減の特徴として、使

用者の音声が設定された遅延時間で再生さ

れている時に効果がある。 

使用者は予め伸ばした母音を音声ファイ

ルとして保存しておき、難発発生時にその

母音の音声を再生することで、発声の補助

を促す。 

 

4.評価方法 

DAF装置の効果を評価するために、ある

文章を音読してもらい、DAF装置を使用し

た場合と未使用の場合で音読時間と吃音発

生回数を測定する。音読時間は使用者の音

読を録音することで測定し、吃音発生回数

は使用者に吃音の症状が発生した回数をカ

ウントしてもらい、その回数を比較して評

価する。 

 難発発生時の補助について、文章を音読

中に難発が発生した場合、難発の改善が行

われたかを録音して評価する。 

 

5.まとめ 

本研究では吃音の症状の軽減について

DAF 装置の遅延時間の調整と難発発生時

の発声補助について提案した。今後はより

効果的な遅延時間の算出や難発発生時に音

声を自動再生する手法ついて提案したい。 
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